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五 国家存亡の危機とインマヌエル預言 
  
 イザヤ書 7：14 は、有名な処女降誕の預言である。しかし、この預言が具体的な危機的
状況の下になされていることに目を留め、状況との有機的関係の中での神の「しるし」と

「ことば」として理解する人は少ない。7章は 6章と同じように、物語の日付の明らかな箇
所である。それはヨタム王が死に、アハズ王が即位して間もなくのことで、前 734 年と推
定される（→緒論 1ａ「イザヤとその時代」）。それゆえ、6章の後に７章が来るのは当然で
あるが、同時に、7 章は、「心をかたくなにする」宣教のわざが具体的にどのように表れた
かを例示する。 
 
１節 ウジヤの子ヨタムの子、ユダの王アハズの時のこと、アラムの王レツィンと、イス

ラエルの王レマルヤの子ペカが、エルサレムに上って来てこれを攻めたが、戦いに

勝てなかった。 

 

 %l,m,ä WhY"÷ZI[u-!B, ~t'’Ay-!B, zx'a'û ymeäyBi yhi‡y>w:  WTT Isaiah 7:1 

 Why"Ül.m;r>-!B, xq;p,’W ~r"a]û-%l,m,( !yciär> hl'ä[' hd"ªWhy> 

 ~xeîL'hil. lkoßy" al{ïw> h'yl,_[' hm'Þx'l.Mil; ~Øil;êv'Wråy> ‘laer"f.yI-%l,m,( 

`h'yl,([' 
LXT Isaiah 7:1 kai. evge,neto evn tai/j h`me,raij Acaz tou/ Iwaqam tou/ ui`ou/ Oziou basile,wj Iouda 

avne,bh Raasswn basileu.j Aram kai. Fakee ui`o.j Romeliou basileu.j Israhl evpi. Ierousalhm 

polemh/sai auvth.n kai. ouvk hvdunh,qhsan poliorkh/sai auvth,n 

 
 <レツィン>は、アラムすなわちシリヤの王で、「しっかりした」「堅固な」または「君主」
の意味。前 738 年、アッシリヤのティグラテ・ピレセルに貢を納めた。ペカと連合してユ
ダを攻めた時、一隊はサマリヤでイスラエル軍と合流したが、一隊はヨルダン川の東を南

下し、エラテを攻めた(Ⅱ列 16：6)。しかし、ティグラテ・ピレセルがアハズの要請を受け
て南下し、前 733-732年に首都ダマスコを包囲し、レツィンは殺された(Ⅱ列 16：9)。 

<ペカ>は、イスラエルの王で、「目を開いた者」の意。もともとギルアデに勢力を有して
いた地方の豪族であった(→Ⅱ列 15：25)。彼は、ヤロブアム２世の死に伴う混乱に乗じ、
前 751年に北部ギルアデとガリラヤに勢力を張り、メナヘムの治世のほとんどにわたって、
その勢威を保ち、ティグラテ・ピレセルが来てメナヘムの支配を確立するまで、メナヘム

の不安の原因となった(Ⅱ列 15：19)。その後、メナヘムに仕えて高官となったが、メナヘ
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ムが死んでその子ペカフヤが王になると、ペカフヤを殺して王となった(Ⅱ列 15：25.前 740
年)。前 734年、レツィンと協力してエルサレムに迫り、初めは勝利を収めたが、アッシリ
ヤ軍がガリラヤを通って南下して来たため撤退した(Ⅱ列 15：29)。その時、預言者オデデ
の忠告を受け、捕虜を釈放した(Ⅱ歴 28：5-15、Ⅱ列 16：5-9)。前 732 年、エラの子ホセ
アが謀反を起こし、ペカを殺した(Ⅱ列 15：30)。 
 
２節 ところが、「エフライムにアラムがとどまった」という報告がダビデの家に告げられ

た。すると、王の心も民の心も、林の木々が風で揺らぐように動揺した。 

 

 ~yIr"+p.a,-l[; ~r"Þa] hx'(n"ï rmoêale ‘dwID" tybeÛl. dG:©YUw:  WTT Isaiah 7:2 

`x:Wr)-ynEP.mi r[;y:ß-yce[] [;AnðK. AMê[; bb;äl.W ‘Abb'l. [n:Y"Üw: 

 
LXT Isaiah 7:2 kai. avnhgge,lh eivj to.n oi=kon Dauid le,gontej sunefw,nhsen Aram pro.j to.n 

Efraim kai. evxe,sth h` yuch. auvtou/ kai. h` yuch. tou/ laou/ auvtou/ o]n tro,pon o[tan evn drumw/| 

xu,lon u`po. pneu,matoj saleuqh/| 

 
実際の物語の始まりである。接続詞ワウは、<ところが>でなく、「さて」と訳すべきであ
る。<エフライムにアラムがとどまった>とは、イスラエルがアラム(シリヤ)と同盟したとい
うこと。<エフライム>は、ヨセフの子から出た部族名であるが、聖なる部族として、10部
族の代表名に用いられることがある(イザヤ 9：9、17：3、28：3、ホセ 4：17、5：3 等)。
<アラム>は、広い意味ではメソポタミヤに用いられるが、この場合はもちろんシリヤであ
る。イスラエル、シリヤの連合軍が攻め寄せてくるというニュースが伝わると、ユダの国

はパニックに陥った。1節が 7章全体の主題であるとすると、結論のわかっている読者に、
アハズ王や国民のろうばいはこっけいに見える。ここでは<報告がダビデの家に告げられた
>とあり、単にアハズとか、エルサレムの住民にと言われていないから、物語が単なる歴史
的事件ではなく、救済史的に理解すべきことが示唆されている。 

 
３節 そこで主はイザヤに仰せられた。「あなたとあなたの子シェアル・ヤシュブとは出か

けて行って、布さらしの野への大路のそばにある上の池の水道の端でアハズに会い、 

zx'êa' tar:äq.li ‘an"-ace èWhy"[.v;y>-la,( éhw"hy> rm,aYOæw:  WTT Isaiah 7:3 

 hn"ëAyl.[,h' hk'ärEB.h; ‘tl;['T. hceªq.-la, ^n<+B. bWvåy" ra"ßv.W hT'§a; 

`sbe(Ak hdEîf. tL;Þsim.-la, 
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LXT Isaiah 7:3 kai. ei=pen ku,rioj pro.j Hsaian e;xelqe eivj suna,nthsin Acaz su. kai. o` 

kataleifqei.j Iasoub o` ui`o,j sou pro.j th.n kolumbh,qran th/j a;nw o`dou/ tou/ avgrou/ tou/ 

gnafe,wj 

 
主はイザヤに、息子を連れてアハズ王に会いに行くようにお命じになった。いよい 6：9-10
の「心をかたくなにするメッセージ」の応用篇である。息子の名は<シェアル・ヤシュブ>
すなわち「残りの者は帰って来る」であった(→4：3 注解)。それは、神の徹底的なさばき
と、その後に来る一方的な恩寵による救いを象徴的に表明して名づけたのであろう(→6：13)。
7章の事件は、召命を受けた 6章から 6年後であるから、召命後間もなく生まれた子にこの
名前を付けたのであろう。このことは評判になり、王の耳にも入っていたに違いない。今

イザヤは、この子を連れて王の前に立つことにより、彼のメッセージの中心を思い出させ

ようとしたのである。 
<布さらしの野への大路のそばにある上の池>は、エルサレム城外の東側にあった。布を
さらすためには、大量の水を必要としまた、ソーダと灰汁

あ く

のため、悪臭を伴うので、城外

の水路で行なわれた。ここに、ギホンの泉と呼ばれる地下からの間欠泉があり、それが上

の池と下の池(→イザヤ 22：9)に分かれて流れてゆく。水の少なエルサレムにとって、籠城
に水源確保は絶対不可欠であり、アハズは何をおいても、まず実状調査へと走ったに違い

ない。しかし、国家存亡の危機にあたって、アハズがまず走っていくべき所は、別の所の

はずであった。 
 
4 節 そこで彼に言え。 

    気をつけて、静かにしていなさい。恐れてはなりません。あなたは、   

これら二つの木切れの煙る燃えさし、レツィンすなわちアラムとレ  

マルヤの子との燃える怒りに、心を弱らせてはなりません。 

‘^b.b'l.W ar"ªyTi-la; jqeøv.h;w> rme’V'hi wyl'aeû T'är>m;a'w>  WTT Isaiah 7:4 

 @a:±-yrIx¥B' hL,ae_h' ~ynIßve[]h' ~ydI²Wah' tAbôn>z: ynE“V.mi %r:êyE-la; 

`Why")l.m;r>-!b,W ~r"Þa]w: !yciîr> 

 
LXT Isaiah 7:4 kai. evrei/j auvtw/| fu,laxai tou/ h`suca,sai kai. mh. fobou/ mhde. h` yuch, sou 

avsqenei,tw avpo. tw/n du,o xu,lwn tw/n dalw/n tw/n kapnizome,nwn tou,twn o[tan ga.r ovrgh. tou/ 

qumou/ mou ge,nhtai pa,lin iva,somai 

 
<そこで彼に言え>。4-9節は、アハズ王に告げるようにと、主がお命じになったメッセー
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ジの内容である。それゆえ、<気をつけて＞以下は二重かぎに入り、6-9 節の二重かぎの部
分は三重かぎになるはずである。また、9 節の後、「そこでイザヤは出て行って、主が命じ
られたとおりにアハズ王に告げた」という文が抜けており、これはヘブル語法の特徴であ

って、読者は補って読んでゆかなければならない。 
<気をつけて、静かにしていなさい。恐れてはなりません>は、旧約全体を貫く重要なメ
ッセージである。<気をつけて>は、ヘシャーマル(見守る)の受身語幹で、「気をつける」「注
意する」「心を留める」の意味(創 24：6、31：24,29、出 19：12、23：21、Ⅱサム 20：10
等)。<静かにしていなさい>は、ヘシャーカト(休む、横たわる)の使役語幹で、「落ち着く」
「静かにする」「黙る」の意味(イザ 30：15、57：20、ヨブ 37：17)。危機の最中に静かに
して黙っていることは、非常に難しい。しかも、無感覚で静かになるのではなく、危機的

状況に注目し、気をつけながら、黙って静かにしているのである。  
<恐れてはなりません>は、単なる思い付きの励ましではなく、その背後にイスラエルの
救済史があり、神学があった。かつてイスラエル人が主なる神に導かれてエジプトを脱出

した時、前には海、後には襲い掛かるエジプト軍という危機的状況に置かれたことがある。

その時、主はモーセを通して、「恐れてはいけない」(出 14：13)とお命じになった。主が戦
われるのであるから、イスラエル人は黙って見ているべきであった。それ以後のイスラエ

ル人の歴史は、危機的状況の中で、「恐れてはならない」とのことばを繰返し聞く歴史であ

ったとも言える。それは、積極的には「主の戦い」であり、霊的には「信仰の試練」であ

った。その度に彼らは、信仰の原点にかえり、あの出エジプトにおいて生きて働かれた神

が、今も生きておられ、「恐れてはならない」と決断を迫られる声を聞かされた(申 20：3、
ヨシ 1：9、10：25、Ⅰサム 12：20、Ⅰ列 17：13、Ⅰ歴 22：13、Ⅱ歴 20：15、ヨエ 2：
21)。イザヤ書にも、「恐れてはならない」という表現は繰り返して用いられる(10：24、35：
4、41：10,14、43：1,5、44：2、51：7、54：4)。また、イザヤ以後においても同様であ
った(エレ 30：10、46：27-28、ゼパ 3：16、ハガ 2：5、ゼカ 8：13、15)。イザヤがアハ
ズに「恐れてはなりません」と呼びかけることは、このような生ける神の存在を告知し、

救済史に働かれた神のみわざを思い起こさせ、もう一度、このお方に信頼するようにと勧

めることであった。 
<木切れの煙る燃えさし>とは、火をかきまぜて燃えさしになった木切れのこと。<燃えさ
し>は旧約聖書に 3回のみ用いられている(アモ 4：11、ゼカ 3：2)。 
 
５節 アラムはエフライムすなわちレマルヤの子とともに、あなたに対して悪事を企てて

こう言っています。 

~yIr:ïp.a, h['_r" ~r"Þa] ^yl,²[' #[;îy"-yKi( ![;y:©  WTT Isaiah 7:5 

`rmo*ale Why"ßl.m;r>-!b,W 
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LXT Isaiah 7:5 kai. o` ui`o.j tou/ Aram kai. o` ui`o.j tou/ Romeliou o[ti evbouleu,santo boulh.n 

ponhra.n peri. sou/ le,gontej 

 

６節 『われわれはユダに上って、これを脅かし、これに攻め入り、わがものとし、タベ

アルの子をそこの王にしよう』と。 

Wnyle_ae hN"[<ßqib.n:w> hN"c,êyqin>W ‘hd"Whybi( hl,Û[]n:  WTT Isaiah 7:6 

s `la;(b.j'(-!B, taeÞ Hk'êAtB. ‘%l,m,’ %yliîm.n:w> 
LXT Isaiah 7:6 avnabhso,meqa eivj th.n Ioudai,an kai. sullalh,santej auvtoi/j avpostre,yomen 

auvtou.j pro.j h`ma/j kai. basileu,somen auvth/j to.n ui`o.n Tabehl 

 

７節 神である主はこう仰せられる。 

   『そのことは起こらないし、ありえない。 

`hy<)h.ti( al{ïw> ~Wqßt' al{ï hwI+hy> yn"ådoa] rm:ßa' hKoï  WTT Isaiah 7:7 

LXT Isaiah 7:7 ta,de le,gei ku,rioj sabawq ouv mh. evmmei,nh| h` boulh. au[th ouvde. e;stai 

 

８節 実に、アラムのかしらはダマスコ、 

   ダマスコのかしらはレツィン。 

   ――６５年のうちに、エフライムは粉砕されて、 

   もう民ではなくなる。―― 

!yci_r> qf,M,ÞD: varoïw> qf,M,êD: ‘~r"a] varoÜ yKiä  WTT Isaiah 7:8 

`~['(me ~yIr:ßp.a, tx;îyE hn"ëv' ‘vmex'w> ~yViÛvi dA[ªb.W 
LXT Isaiah 7:8 avllV h` kefalh. Aram Damasko,j avllV e;ti e`xh,konta kai. pe,nte evtw/n evklei,yei 

h` basilei,a Efraim avpo. laou/ 

 

９節 また、エフライムのかしらはサマリヤ、 

   サマリヤのかしらはレマルヤの子。 

   もし、あなたがたが信じなければ、 

   長く立つことはできない。』」 

Why"+l.m;r>-!B, !Arßm.vo varoïw> !Arêm.vo ‘~yIr:’p.a, varoÜw>  WTT Isaiah 7:9 

s `Wnme(a'te al{ï yKiÞ Wnymiêa]t; al{å ~ai… 
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LXT Isaiah 7:9 kai. h` kefalh. Efraim Somorwn kai. h ̀kefalh. Somorwn ui`o.j tou/ Romeliou 

kai. eva.n mh. pisteu,shte ouvde. mh. sunh/te 

 
 ６節に言われているアラム(シリヤ)、イスラエル連合の企ては、すでにアハズ王の耳に入
っていたから、わざわざ繰り返す必要はないようであるが、５節に、これが主の目から見

て<悪事>であるとの評価が下されている。それゆえ、7-9節に、彼らの企ては成功しないと
いうことが預言される。事実、レツィンは２年後に殺され、ペカも同じころに暗殺された。

エフライムすなわちイスラエルが<６５年のうちに>亡国の民になる(８)ということについ
ては、幾つかの説がある。この事件は前７３４年であるから、６５年後とは前６６９年で

あるが、この年にマナセがバビロンに引いていかれたのではないかという説がある(Ⅱ歴
33：11)。もう一つは、イスラエルの首都サマリヤの陥落は前 722-721年であるが、実際に
イスラエルの民が完全に滅びたのは前 670 年ころであったとする考えである。何よりも問
題とされるのは、これがイザヤの預言そのものであるか、後期の挿入と見るかである。 
 <エフライムのかしらはサマリヤ、サマリヤのかしらはレマルヤの子>(９)という表現の後
には、次の表現が省略されていることを知らなければならない。「ユダのかしらはエルサレ

ム、エルサレムのかしらはダビデの子(アハズ)、そしてダビデの子のかしらは主なる神であ
る。」 
<信じなければ、長く立つことはできない>(９)には、ことばの遊びがある。ヘアーマン(支
える)の使役語幹が<信じる>であり、受身語幹が「支えられる」すなわち<長く立つ>という
意味で、語呂合わせになっている。 
 
１０節 主は再び、アハズに告げてこう仰せられた。 

`rmo*ale zx'Þa'-la, rBEïD: hw"ëhy> @s,AYæw:  WTT Isaiah 7:10 

LXT Isaiah 7:10 kai. prose,qeto ku,rioj lalh/sai tw/| Acaz le,gwn 

 

１１節 「あなたの神、主から、しるしを求めよ。よみの深み、あるいは、上の高いところ

から。」 

qmeä[.h; ^yh,_l{a/ hw"åhy> ~[iÞme tAaê ^ål.-la;v.  WTT Isaiah 7:11 

`hl'[.m'(l. H;Beîg>h; Aaß hl'a'êv. 
LXT Isaiah 7:11 ai;thsai seautw/| shmei/on para. kuri,ou qeou/ sou eivj ba,qoj h' eivj u[yoj 

 

12 節 するとアハズは言った。「私は求めません。主を試みません。」 

`hw")hy>-ta, hS,Þn:a]-al{)w> la;îv.a,-al{ zx'_a' rm,aYOàw:  WTT Isaiah 7:12 
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LXT Isaiah 7:12 kai. ei=pen Acaz ouv mh. aivth,sw ouvdV ouv mh. peira,sw ku,rion 

 
 前述のように、9節と 10節の間には、イザヤが出かけて行ってアハズに会い、主の命じ
られたとおりに告げた、という文が抜けている。また、アハズがどう答えたかについても

記されていない。10節は<再び>ということばで始まっているから、おそらくアハズは沈黙
のまま突っ立っていたと考えられる。しかもその沈黙は、神のことばに対する不信の沈黙

であった。ここで<主は・・・仰せられた>とあるが、もちろん語っているのはイザヤであ
る。不信のアハズの沈黙を破るためには、単なることばでは不十分であった。<あなたの神、
主から、しるしを求めよ><しるし>ヘオースは、動詞ヘアーワー(しるしをつける、指し示
す)に由来し、旧約聖書中に７９回用いられている。<しるし>は単なる「前兆」ではない。
ヘオースは、過去の記念と関係して用いられる(出 13：9、イザ 55：13)。また空間と関係
して陣営の「旗じるし」となる(民 2：2)。もちろん、未来を指し示す「前兆」という意味
もある(申 13：1-2、Ⅰサム 2：34、Ⅱ列 20：8-9、イザ 38：7)。ヘオースの意味は「目に
見えない未来的なものを指示する表象」であり、それは行為の場合(出 31：13)、事実の場
合(Ⅰサム 10：7,9)、人物の場合(イザ 8：18)、神学そのものである場合(出 3：12)がある。
「しるし」は必ずしも良いしるしばかりとは限らない(Ⅰサム 2：34、エレ 44：29)。 
このように見てくると、<しるし>は、たとい<よみの深み、あるいは、上の高いところか
ら>の驚異的なものであったとしても、それ自体に意味があるのではなく、それが指し示す
ものが重要なのである。このことを理解するなら、なぜアハズ王が<しるし>を求めなかっ
たのか、その理由が理解される。そのためには、更に広い文脈、すなわち６章を見なけれ

ばならない。そこでは、万軍の主なる神の聖なる御姿の前におののき、自分の罪と汚れに

打ちひしがれて、霊的な死を自覚したイザヤの姿を見る。しかし、主は一方的な恩寵の行

為により、祭壇の上から取った燃えさかる炭をイザヤの口に触れ、罪の赦しを宣言するこ

とにより、彼を新しく生まれさせられた。アハズ王は、差し迫った軍事的危機には神の奇

蹟による援助を欲したに違いない。しかし、神の奇蹟は、神の「しるし」であって、アハ

ズが罪と汚れのまま全知全能の聖なる神の御前に立つことを意味している。「神に信頼せ

よ」との預言のことばは、両刃の剣であって、敵を倒すと共に、罪と汚れに満ちたアハズ

をも両断せずにはおかない。こうして、アハズが<私は求めません。主を試みません>と断
った理由が理解できる。アハズは申命記 6：16 のみことばを引用して、いかにも敬虔らし
く断っているが、その背後には、不信と、罪を悔い改めようとしないかたくなな心があっ

た(→マタ 4：7) 
 
１３節 そこでイザヤは言った。「さあ、聞け。ダビデの家よ。あなたがたは、人々を煩わす

のは小さなこととし、私の神までも煩わすのか。 

‘~K,mi j[;Ûm.h; dwI+D" tyBeä an"ß-W[m.vi rm,aYO¨w:  WTT Isaiah 7:13 
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`yh'(l{a/-ta, ~G:ï Waßl.t; yKiî ~yviên"a] tAaål.h; 
LXT Isaiah 7:13 kai. ei=pen avkou,sate dh, oi=koj Dauid mh. mikro.n u`mi/n avgw/na pare,cein 

avnqrw,poij kai. pw/j kuri,w| pare,cete avgw/na 

 

14 節 それゆえ、主みずから、あなたがたに一つのしるしを与えられる。見よ。処女がみ

ごもっている。そして男の子を産み、その名を「インマヌエル」と名づける。 

hm'ªl.[;h' hNEåhi tAa+ ~k,Þl' aWh± yn"ïdoa] !Te’yI !kel'û  WTT Isaiah 7:14 

`lae( WnM'î[i Amßv. tar"îq'w> !Beê td<l,äyOw> ‘hr"h' 
LXT Isaiah 7:14 dia. tou/to dw,sei ku,rioj auvto.j ùmi/n shmei/on ivdou. h` parqe,noj evn gastri. e[xei 

kai. te,xetai ui`o,n kai. kale,seij to. o;noma auvtou/ Emmanouhl 

 
 14節は有名なクリスマス･メッセージであるが、このメッセージは、文脈と密接に結びつ
いている。「国家存亡の危機」と「処女降誕の約束」は一見無関係のようであるが、<ダビ
デの家>を接点として結び付けられている。そこに、危機的な状況に置かれたすべての人に
対するメッセージへの普遍性も見ることができる。それは、信仰的な危機において、神の

与える「ことば」と「しるし」にどのように対応するかということである。 
 アハズの断りは、いかにも敬虔らしく見えたが、それは不信の罪を巧妙に隠す聖書引用

であった。それでイザヤは、もはや「アハズよ」と呼びかけずに、一般的に<ダビデの家よ
>と呼びかける。<主みずから>。主のイニシアチブが強調されている。「よみの深み、ある
いは、上の高いところから」でも「しるし」を求めようとしないで、人間の力と策に頼ろ

うとする<ダビデの家>に、神の側から<しるし>が与えられる。その<しるし>とは、処女が
みごもって男の子を産み、その名が<インマヌエル>と呼ばれることである。<見よ>の後に
３つの文がある。第一は<処女がみごもっている>、第二は<男の子を産む>、第三は<その
名を「インマヌエル」と名づける>。 

<処女>(ヘアルマー)。ルターは「アルマーが結婚した女に用いられている例を示してくれ
た人には 100グルテン(3グルテンで牛一頭の値段)あげよう」と言った。このことばは、単
数で 4回(創 24：43、出 2：8、箴 30：19、イザ 7：14)、複数で 5回(Ⅰ歴 15：20、詩 46
表題、68：25、雅 1：3、6：8)、計 9回用いられている。歴代誌第一 15：20と詩篇 46篇
表題では「アラモテ」と訳されているが、これは女声合唱団のことであろう。その他の箇

所では全部「おとめ」と訳されており、イザヤ書以外で「処女」と訳されているところは

ない。しかし、全体を研究すると、処女を失った女性の例は一つもない。旧約聖書には、

ヘアルマー以外に、「処女」を表すことばがもう２つある。一つはヘナアラーで、一般に若

い女性を表す。旧約聖書に 62 回用いられている、創世記 34：3 では「娘」と訳されるが、
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2 節を見ると、すでに処女を失っていることがわかる。また、「処女」を表すのに、普通は
ヘベスーラーが用いられる。このことばは旧約聖書に 50回用いられるが、次の箇所では明
らかに処女の意味に用いられる(創 24：16、出 22：16、申 22：19、23、28)。問題は、こ
のことばが、結婚して処女でなくなった女についても用いられていることである(ヨエ 1：
8)。それゆえ、イザヤ書 7：14でヘアルマーが用いられている理由は、「処女」であること
の強調よりも、「決して処女を失っていない」ということの強調にあると言える。70人訳は
これをギパルセノスと訳したが、これは明らかに「処女」という意味である。前述のヘア

ルマーが用いられている箇所で、ギパルセノスと訳した所は、ほかに創世記 24：43だけで、
他の箇所では、ギスュガテール(娘。出 2：8)、ギネアニドス(おとめ。詩 68：25、雅 1：3、
6：8)、ギアライモース(アラモテ。Ⅰ歴 15：20)で、あとは省略してある。それゆえ、70
人訳の訳者は、文脈上から見てギパルセノスと訳したのであろう。 
次に注目すべきことは、ヘアルマーに定冠詞がついていることである。70人訳でもつい
ている。そこで、16節などと考え合わせて、イザヤが、この女性の出産の間近いのを知り、
それについて預言したと主張された。一つの可能性は、アハズの妻で、ヒゼキヤの誕生を

指すという説であるが、この事件が前 734 年であると、どのように逆算してもヒゼキヤは
10歳くらいのはずである(→Ⅱ列 16：2、18：2)。また、イザヤの妻とか、第二の妻である
という説もあるが、どちらにしても、自分の関係する女性をヘアルマーと呼び、その女性

がみごもっているというのは、不自然である。 
更に、<みごもっている>は、すでに妊娠中の女性が念頭に置かれていたのではないかと
いう主張がある。創世記 16：11は同じ形で、ハガルがすでに妊娠中であることが明白であ
る(→士 13：5、7)。原文は<みごもって>という形容詞だけで、過去のことか、現在か、未
来かは文脈が決定する。 
新約において、このイザヤの預言の成就が、処女マリヤの妊娠とイエスの命名と結び付

けられ(マタ 1：22-23)、またギパルセノスということばが使われたため、イザヤ書 7：14
のヘアルマーも「処女」と訳すべきであると保守主義者が主張すれば、自由主義学者は、

処女であればヘベスーラーが使われるはずであるし、70人訳がギパルセノスと訳したのは
読み込みであり、イザヤが 730 余年も後のことを預言できるばずはないと反論する。そこ
で、問題点をもう一度整理すると、次のようになる。 

(1) ヘアルマーは「おとめ」という訳が最もふさわしい。その強調点は、「処女でないと
いう場合が一度もない」ということである。 

(2) 「処女でないという場合が一度もない」ような用語は、ヘアルマー以外にはない。 
(3) ヘアルマーには定冠詞がついているが、<見よ。処女がみごもっている>は、イザヤ
とアハズがすぐ了解し合える、具体的なある女性の妊娠が考えられていたととる必要はな

い。将来にある女性が妊娠するということも、十分この表現に含むことができる。 
(4)特定の女性がすでに妊娠していたととる時、具体的にだれであるかを推定することは
非常に困難である。 
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(5)いずれにしても、16節を見ると、イザヤは近い将来を考えていたようである。 
(6)問題の中心は、神学的である。「おとめがみごもる」ことが、「神のしるし」でありう
るものでなければならない。その場合、生理的な処女妊娠にヘブル人の理解による「しる

しの焦点」があったかどうかについては、考え直してみる必要がある。 
(7)この場合の<しるし>は、3 つの文から成っている。①おとめがみごもる。②男の子を
産む(動詞は分詞で自制に無関係)。③その子は「インマヌエル」と名づけられる。これら 3
要素の有機的結合が<しるし>となっている。 

(8)この<しるし>は、「よみの深み、あるいは、上の高いところから」の「しるし」以上の
ものでなければならない。処女妊娠であるかどうかとの議論が、生理的な面に焦点を当て

ている限りは、この文脈が要請しているような<しるし>の力強さは出て来ない。 
(9)同時に、この<しるし>は、アハズとダビデの家の「心のかたくなさ」を極限まで追い
込むような働きを持っている(→6：9-10)。 

(10)マタイは、70 人訳のギパルセノスを採って、イエス誕生の由来の中にイザヤの預言
を見たが、イザヤとアハズが、国家存亡の危機にあたって、具体的に何を了解し合えたの

か、どのような女性と、その出産を考えたのか、現在推測することは不可能である。おと

めの妊娠だけでなく、<男の子>の出産を予測し、その名を<インマヌエル>と名づけること
の中に、アハズの心をゆさぶり、ついに全く心を閉ざしてしまうようなダイナミックな「し

るし」の力がどこに潜んでいるかを知るには、単なる言語学的、史学、教義学のレベルの

研究では不可能である。 
<インマヌエル>は、ヘイムマーヌーとヘエールの合成形である。ヘイムマーヌーは前置
詞ヘイム(と共に)と、代名詞ヘヌー(私たち)の結合したものであり、ヘエールは、一般的に
「神」を表す。危機的な状況の中で、神は、しばしば、民と共におられた。①アブラハム、

イサクと共におられ(創 26：3)、ヤコブと共におられた(創 28：15)。②ヨセフと共におられ
た(創 39：2,3,21,23)。③モーセと共におられた(出 3：12,33：14)。④ヨシュアと共におら
れた(ヨシ 6：27)。⑤ダビデと共におられた(Ⅰサム 18：14、Ⅱサム 7：9)。主が共におら
れるなら、たとい目前に危機が迫っていたとしても、安心があり、希望がある。一方、主

が共におられないなら、すべてはむなしく、敗北あるのみである(→出 33：15、Ⅰサム 15：
26)。イザヤ書 7：14 の焦点は、インマヌエル(神は私たちと共におられる)が、神のお与え
になる男の子において充足されるところにある。アブラハムの場合のように割礼によるの

ではない。モーセの場合のように、敵を打つ災害の奇蹟によるのでもなければ、律法によ

るのでもない。ヨシュアの場合のように「聖戦」によるのでもない。ギデオンの場合のよ

うに羊の毛による奇蹟でもない。実にインマヌエルという「ことば」と、おとめがみごも

って男の子を産むという「しるし」が、神の「人」のうちに溶け合っているところに、14
節の焦点がある。 
 
15 節 この子は、悪を退け、善を選ぶことを知るころまで、凝乳と蜂蜜を食べる。 
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rAxðb'W [r"ÞB' sAaïm' AT±[.d:l. lke_ayO vb;Þd>W ha'îm.x,  WTT Isaiah 7:15 

`bAJ)B; 
LXT Isaiah 7:15 bou,turon kai. me,li fa,getai pri.n h' gnw/nai auvto.n h' proele,sqai ponhra. 

evkle,xetai to. avgaqo,n 

 

１６節 それは、まだその子が、悪を退け、善を選ぶことも知らないうちに、あなたが恐れ

ているふたりの王の土地は捨てられるからだ。 

bAJ+B; rxoæb'W [r"ÞB' saoïm' r[;N:±h; [d:îyE ~r<j,’B. yKiû  WTT Isaiah 7:16 

`h'yk,(l'm. ynEïv. ynEßP.mi #q'ê hT'äa; rv<åa] ‘hm'd"a]h' bzEÜ['Te 
LXT Isaiah 7:16 dio,ti pri.n h' gnw/nai to. paidi,on avgaqo.n h' kako.n avpeiqei/ ponhri,a| tou/ 

evkle,xasqai to. avgaqo,n kai. kataleifqh,setai h ̀gh/ h]n su. fobh/| avpo. prosw,pou tw/n du,o 

basile,wn 

 

17 節 主は、あなたとあなたの民とあなたの父の家に、エフライムがユダから離れた日以

来、まだ来たこともない日を来させる。それは、アッシリヤの王だ。」 

è^ybia' tyBeä-l[;w> é^M.[;-l[;(w> ^yl,ª[' hw"÷hy> aybi’y"  WTT Isaiah 7:17 

 taeÞ hd"_Why> l[;äme ~yIr:ßp.a,-rWs ~AYðmil. Wab'ê-al{ rv<åa] ‘~ymiy" 

p `rWV)a; %l,m,î 
LXT Isaiah 7:17 avlla. evpa,xei o` qeo.j evpi. se. kai. evpi. to.n lao,n sou kai. evpi. to.n oi=kon tou/ patro,j 

sou h`me,raj ai] ou;pw h[kasin avfV h-j h`me,raj avfei/len Efraim avpo. Iouda to.n basile,a tw/n 

VAssuri,wn 

 
 レツィンとペカの滅亡が預言される。それは 2年後に成就する。幼子が<悪を退け、善を
選ぶ>能力、つまり物心がつくのが、2,3 歳であるから、イザヤが近い将来に男の子の誕生
を考えていたことは間違いない。<凝乳>は、酸っぱくなり固まりかけた乳で、しばしば、
皮袋の中で振って製造された。<凝乳>と<蜂蜜>が幼子の主食になるのは、アッシリヤ軍に
よって国が荒廃する結果である<→22>。それでは、キリスト誕生の預言として、これをど
のように理解したらよいのだろうか。ヤングは次のように言っている。「これ(14)は予言で
あり、イエス・キリストの誕生にその成就を見る。しかし、15 節は違った特徴を持ってい
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る。預言の言語は神秘に満ちており、しばしば不明瞭であることを覚えなければならない。

それは歴史の未来図を単純に書いたものではない。神秘の香りに包まれた深い美しい象徴

言語なのである。」 
実際に、数年後、まずアラム(シリヤ)が、次いでイスラエルが滅びたとき、イザヤ自身は、

15、16節の幼子に関する表現を、間近さを表現したものとして理解し、主から与えられた
正確な啓示であったと確信したに違いない。一方、アハズのほうは、預言の成就とは見ず

に、自分がアッシリヤの王に使いをやって助けを求めた結果であると考え、ますます神の

ことばから離れていった(Ⅱ列 16：7以下、Ⅱ歴 28：16以下)。しかし、神は、逆にアハズ
の信頼するアッシリヤによって、<エフライムがユダから離れた日以来>、すなわち、前 922
年のヤロブアムの謀反以来、最大のわざわいを、ユダに及ぼされる。 
 
18 節 その日になると、 

   主はエジプトの川々の果てにいるあのはえ、 

   アッシリヤの地にいるあの蜂に合図される。 

rv<ïa] bWbêZ>l; ‘hw"hy> qroÜv.yI aWhªh; ~AYæB; Ÿhy"åh'w>  WTT Isaiah 7:18 

`rWV)a; #r<a,îB. rv<ßa] hr"êAbD>l;’w> ~yIr"+c.mi yrEäaoy> hceÞq.Bi 
LXT Isaiah 7:18 kai. e;stai evn th/| h`me,ra| evkei,nh| suriei/ ku,rioj mui,aij o] kurieu,ei me,rouj 

potamou/ Aivgu,ptou kai. th/| meli,ssh| h[ evstin evn cw,ra| VAssuri,wn 

 

19 節 すると、彼らはやって来て、 

   みな、険しい谷、岩の割れ目、 

   すべてのいばらの茂み、すべての牧場に巣くう。 

yqEßyqin>biW tATêB;h; yleäx]n:B. ‘~L'ku WxÜn"w> Wab'’W  WTT Isaiah 7:19 

`~yli(l{h]N:h; lkoßb.W ~yciêWc[]N:åh; ‘lkob.W ~y[i_l'S.h; 
LXT Isaiah 7:19 kai. evleu,sontai pa,ntej kai. avnapau,sontai evn tai/j fa,ragxi th/j cw,raj kai. 

evn tai/j trw,glaij tw/n petrw/n kai. eivj ta. sph,laia kai. eivj pa/san r`aga,da kai. evn panti. xu,lw| 

 

20 節 その日、 

   主はユーフラテス川の向こうで雇ったかみそり、 

   すなわち、アッシリヤの王を使って、 

   頭と足の毛をそり、ひげまでもそり落とす。 

hr"øykiF.h; r[;t;’B. •yn"doa] xL;äg:y> aWh‡h; ~AYæB;  WTT Isaiah 7:20 
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 ~g:ïw> ~yIl"+g>r:h' r[;f;äw> varoßh'-ta, rWVêa; %l,m,äB. ‘rh'n" yrEÛb.[,B. 

s `hP,(s.Ti !q"ßZ"h;-ta, 
LXT Isaiah 7:20 evn th/| h`me,ra| evkei,nh| xurh,sei ku,rioj tw/| xurw/| tw/| mega,lw| kai. memequsme,nw| 

o[ evstin pe,ran tou/ potamou/ basile,wj VAssuri,wn th.n kefalh.n kai. ta.j tri,caj tw/n podw/n 

kai. to.n pw,gwna avfelei/ 

 

21 節 その日になると、 

   ひとりの人が雌の子牛一頭と羊二頭を飼う。 

rq"ßB' tl;îg>[, vyai²-hY<x;y> aWh+h; ~AYæB; hy"ßh'w>  WTT Isaiah 7:21 

`!aco)-yTev.W 
LXT Isaiah 7:21 kai. e;stai evn th/| h`me,ra| evkei,nh| qre,yei a;nqrwpoj da,malin bow/n kai. du,o 

pro,bata 

 

22 節 これらが乳を多く出すので、 

   凝乳をためるようになる。 

   国のうちに残されたすべての者が 

   凝乳と蜂蜜を食べるようになる。 

ha'_m.x, lk;äayO bl'Þx' tAfï[] bro±me hy"©h'w>  WTT Isaiah 7:22 

`#r<a'(h' br<q<ïB. rt"ßANh;-lK' lkeêayO ‘vb;d>W ha'Ûm.x,-yKi( 
LXT Isaiah 7:22 kai. e;stai avpo. tou/ plei/ston poiei/n ga,la bou,turon kai. me,li fa,getai pa/j o ̀

kataleifqei.j evpi. th/j gh/j 

 

23 節 その日になると、 

   ぶどう千株のある、銀千枚に値する地所もみな、 

   いばらとおどろのものとなる。 

rv<ôa] ~Aqªm'-lk' hy<åh.yI) aWhêh; ~AYæB; ‘hy"h'w>  WTT Isaiah 7:23 

`hy<)h.yI) tyIV:ßl;w> rymiîV'l; @s,K'_ @l,a,äB. !p,G<ß @l,a,î ~V'²-hy<h.yI) 
LXT Isaiah 7:23 kai. e;stai evn th/| h`me,ra| evkei,nh| pa/j to,poj ou- eva.n w=sin ci,liai a;mpeloi cili,wn 
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si,klwn eivj ce,rson e;sontai kai. eivj a;kanqan 

 

24 節 全土がいばらとおどろになるので、 

   人々は弓矢を持ってそこに行く。 

tyIv:ßw" rymiîv'-yKi hM'v'_ aAby"å tv,Q<ßb;W ~yCiîxiB;  WTT Isaiah 7:24 

r<a'(h'-lk' hy<ïh.Ti( 
LXT Isaiah 7:24 meta. be,louj kai. toxeu,matoj eivseleu,sontai evkei/ o[ti ce,rsoj kai. a;kanqa e;stai 

pa/sa h` gh/ 

 

25 節 くわで耕されたすべての山も、 

   あなたはいばらとおどろを恐れて、 

   そこに行かない。 

   そこは牛の放牧地、羊の踏みつける所となる。 

aAbåt'-al{) !WrêdE['äyE ‘rDE[.M;B; rv<Üa] ~yrIªh'h, lkoåw>  WTT Isaiah 7:25 

p `hf,( sm;Þr>mil.W rAvê xl;äv.mil. ‘hy"h'w> tyIv"+w" rymiäv' ta;Þr>yI hM'v'ê 
LXT Isaiah 7:25 kai. pa/n o;roj avrotriw,menon avrotriaqh,setai kai. ouv mh. evpe,lqh| evkei/ fo,boj 

e;stai ga.r avpo. th/j ce,rsou kai. avka,nqhj eivj bo,skhma proba,tou kai. eivj katapa,thma boo,j 

 
 17節の展開であるが、散文から詩文になり、表現内容はより象徴的、比喩的になる。17
節の焦点は、アハズの恐れるべきものは、レツィンとペカではなく、アッシリヤであり、

ティグラテ・ピレセルであるということであった。18 節以下では、それが、アハズ王に代
わって一般的なユダの民全般へのさばきの預言となり、アッシリヤによる徹底的な破壊を

意味するようになる。18-19 節では、エジプトが<はえ>、アッシリヤが<蜂>にたとえられ
て、それぞれ、ユダをくまなく荒らし悩ますことが預言される。 
 20節では、アッシリヤが<かみそり>にたとえられる。頭の毛やひげをそり落とされるこ
とは、ユダヤ人にとって非常な恥と考えられた。 

21-25節には、国の荒れた様が描かれる。国自体が荒れて、耕地はなくなるが、人口も非
常に少なくなり、逆に畜産物は有り余るという皮肉な結果が生じる。<銀千枚>(23)は、銀千
シェケルと同じである。銀は 8-14グラムの小片を流通単位とし、これを一枚とか 1シェケ
ルと言って勘定した。どれほど高価な土地も、さばきの日には荒れすたれて無価値となる。 
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ヘアルマーhm'l.[; 

＜単数形で用いられている箇所＞ 
①創世記 24：43  
ご覧ください。私は泉のほとりに立っています。おとめが水を汲みに出て来たなら、私

は、あなたの水がめから少し水を飲ませてください、と言います。 

hy"Üh'w> ~yIM"+h; !y[eä-l[; bC'ÞnI ykiînOa' hNE±hi  WTT Genesis 24:43 

 an"ï-ynIyqI)v.h; h'yl,êae yTiär>m;a'w> baoêv.li taceäYOh; ‘hm'l.[;h'( 

`%DE)K;mi ~yIm:ß-j[;m. 
LXT Genesis 24:43 ivdou. evgw. evfe,sthka evpi. th/j phgh/j tou/ u[datoj kai. ai` qugate,rej tw/n 

avnqrw,pwn th/j po,lewj evxeleu,sontai u`dreu,sasqai u[dwr kai. e;stai h` parqe,noj h-| a'n evgw. 

ei;pw po,tiso,n me mikro.n u[dwr evk th/j u`dri,aj sou 

②出エジプト記 2：8 
 パロの娘が、「そうしておくれ」と言ったので、おとめは行って、その子の母を呼んで来

た。 

hm'êl.[;h'( ‘%l,Te’w: ykile_ h[oßr>P;-tB; Hl'î-rm,aTo)w:  WTT Exodus 2:8 

`dl,Y")h; ~aeî-ta, ar"Þq.Tiw: 
LXT Exodus 2:8 h` de. ei=pen auvth/| h` quga,thr Faraw poreu,ou evlqou/sa de. h` nea/nij evka,lesen 

th.n mhte,ra tou/ paidi,ou 

③箴言 30：19 
 天にある鷲の道、 
 岩の上にある蛇の道、 
 海の真ん中にある船の道、 
 おとめへの男の道。 

rWcï yleñ[] vx'ªn" %r<D<î é~yIm;V'B; Ÿrv,N<“h; %r<D<Û  WTT Proverbs 30:19 

`hm'(l.[;B. rb,G<å %r<d<Þw> ~y"+-bl,b. hY"ïnIa¥-%r<D<( 
LXT Proverbs 30:19 i;cnh avetou/ petome,nou kai. o`dou.j o;fewj evpi. pe,traj kai. tri,bouj nho.j 

pontoporou,shj kai. o`dou.j avndro.j evn neo,thti 

④イザヤ書 7：14 前出 
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＜複数形で用いられている箇所＞ 
①Ⅰ歴代誌 15：20 
 ゼカリヤ、アジエル、シェミラモテ、エヒエル、ウニ、エリアブ、マアセヤ、ベナヤは、

十弦の琴を用いてアラモテに合わせた。 

yNIå[uw> ‘laeyxiywI) tAmÜr"ymi(v.W laeøyzI[]w: hy"“r>k;z>W  WTT 1 Chronicles 15:20 

`tAm)l'[]-l[; ~yliÞb'n>Bi Why"+n"b.W Why"ßfe[]m;W ba'êylia/w<¥ 
LXT 1 Chronicles 15:20 Zacariaj kai. Ozihl Semiramwq Iihl Wni Eliab Masaiaj Banaiaj 

evn na,blaij evpi. alaimwq 

②詩篇 46表題 
 指揮者のために。コラの子たちによる。アラモテに合わせて。歌 

`ryvi( tAmïl'[]-l[;( xr:qo+-ynEb.li x;Ceîn:m.l;  WTT Psalm 46:1 

LXT Psalm 45:1 eivj to. te,loj u`pe.r tw/n ui`w/n Kore u`pe.r tw/n krufi,wn yalmo,j 

③詩篇 68：25 
 歌う者が先に立ち、楽人があとになり、 
 その間にタンバリンを鳴らしておとめらが行く。 

tAmªl'[]÷ %AtïB. ~ynI+g>nO rx:åa; ~yrIv'â WmåD>qi  WTT Psalm 68:26 

`tAp)peAT 

LXT Psalm 67:26 proe,fqasan a;rcontej evco,menoi yallo,ntwn evn me,sw| neani,dwn 

tumpanistriw/n 

④雅歌 1：3 
 あなたの香油のかおりはかぐわしく、 
 あなたの名はそそがれる香油のよう。 
 それで、おとめらはあなたを愛しています。 

^m<+v. qr:äWT !m,v,Þ ~ybiêAj ^yn<åm'v. ‘x:yrE’l.  WTT Song of Solomon 1:3 

`^Wb)hea] tAmïl'[] !KEß-l[; 
LXT Song of Solomon 1:3 kai. ovsmh. mu,rwn sou u`pe.r pa,nta ta. avrw,mata mu,ron evkkenwqe.n 

o;noma, sou dia. tou/to nea,nidej hvga,phsa,n se 
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⑤雅歌 6：8 
 王妃は 60人、そばめは 80人、 
 おとめたちは数知れない。 

~yvi_g>l;yPi( ~ynIßmov.W tAkêl'M. ‘hM'he’ ~yViîvi  WTT Song of Solomon 6:8 

`rP")s.mi !yaeî tAmßl'[]w: 
LXT Song of Solomon 6:8 e`xh,konta, eivsin basi,lissai kai. ovgdoh,konta pallakai, kai. 

nea,nidej w-n ouvk e;stin avriqmo,j 

 


